
損害〉茸量ボランティア活動の

三尾怠畏と 4手干;差を αコ手持三塁

この章では、市民のボランティア活動について検討する。今後の地域における生涯学習

の展開と方向を考える上で、ボランティアの問題は重要である。市民のボランティア活動

がどのような現状であり、今後の学習ボランティアの方向や、仙台市に対する希望等を明

らかにする o

1 .ボランティア活動の実態

( 1 )ボランティア活動をする市民

この l年聞に、ボランティア活動を行ったことがある者は 17.1%で、ほぼ 6人に l人の

割合となる(表V-1-1)。性別では、男性が13.1%、女性が20.6%と、女性の方が多

くなっている。

年齢との関係では(図V一l一1)、男性の場合は30代後半以降は、ボランティア活動

を行ったことがある者は 10%を超えている。女性の場合、 20代後半がやや少ないというも

のの、いずれの年齢層でも 10%を下回ることはない。

表 V- 1 - 1 性別にみたボランティア活動の有無(先)

あ る な t' 不 明 言十

全 体 17. 1 79. 7 3.2 100. 0 

男 13. 1 85. 0 1.9 100. 0 

女 20. 6 75.5 3. 9 100. 0 

図V- 1 - 1 年齢別にみたボランティア活動の経験率
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また、末子の年齢との関係では(図 V-1-2)、男性では、 o.......， 3歳、 4......， 6歳の子

どもを末子にもつ場合にやや少ないものの、その他の年齢層の子どもをもっ場合には、ボ

ランティア活動を行ったことがある者の比率は、ほぼ15%以上である。女性の場合、 0""'"

3歳の末子をもっ場合を除いて、どの年齢層の末子をもっ場合も、比率は高い o 特に、小

学生の年齢層をもっ場合 2人に l人は、ボランティア活動を行ったことがあるということ

になる。末子が19歳以上になると、男女とも比率は下がる傾向にある。

職業別にみたボランティア活動の経験率は、図V-1 -3のようであった。勤め人の場

合は、 14.6%であるが、自営業・自由業や主婦では20%を超えている。また、主婦でもパ

ートをしている場合の方が、していない者の比率よりも高くなっている。

図V-1-2 末子の年齢別にみたボランティア活動の経験率
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図V- 1 -3 職業別にみたボランティア活動の経験率
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居住年数別でみたボランティア活動の経験率をみると(図 V-1-4)、居住年数10年

未満では、年数の増加とともにボランティア活動をしたという比率が少しずつ高くなる傾

向がある。

居住地区別でみたボランティア活動の経験率は、図V-1 -5のようであった。青葉区

では21.0%の者がボランティア活動を行ったことがあるとしているのに対して、太白区で

はその半分の 10.7%である。
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( 2 )ボランティア活動の内容

この l年間にボランティア活動を行ったという 2割弱の市民は、どのような内容の活動

をしたのだろうか(図 V-1-6)。

もっとも多いのは、 「公園や河川の清掃、リサイクル活動、パック回収などの自然・環

境保護の活動 J (40.9%)で、次が、 「募金活動・チャリティバザー J (23.2%)であ

る。続いて、 「子ども会、ボーイスカウト活動などの指導や世話」、 「子どもの登下校時
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「障害者や高齢者に対する介護、身の回の世話、手話通訳など」が15の安全指導など j

%前後となっている。

ボランティア活動をしている人に、末子が小学生の場合が多かったことでもわかるよう

ボランティア活動の内容は、子どもたちとの関わりが深いと想像される内容となって

いる。

40(出)
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ボランティア活動の内容図V-1-6
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8. 5 自主防災活動や災害援助活動

チャリティバザー募金活動、

(複数回答)

他のそ

ボランティア活動に対する今後の希望2 . 

ボランティアに対する希望( 1 ) 

これ(表V-2-1)。ボランティア活動を今後してみたいという者は、 60.4%である

3. 5倍になる。性別では、上でみたように、実際にこの l年間に活動をしたという者の、

としては、男性の56.5%、女性の 65.9%が、今後ボランティア活動をしたい(続けたい)

いる c 女性の方が 10%ほど高くなっている。
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実際にボランティア活動をした者であるかどうかとの関連では(表 V-2-2)、過去

1年聞にボランティア活動をしたという者では、 9割近い者がボランティア活動をしたい

(続けたい)としているのに対して、していないという者の中では55.9%である。

年齢別にみた場合は(図 V-2-1)、男性では、 20代前半と 40代後半から 50代後半の

年齢層に、，今後ボランティア活動をしたい(続けたい)とする者が多い。女性では、比較

的若い世代である 40代前半までの者に多い。

表 V-2-1 性別にみたボランティア活動の希望の有無 (出)

思 つ 思わない わからない 不 明 言十

全 体 60.4 10. 8 24.7 4. 1 100. 0 

男 56.5 14. 1 27. 0 2.4 100.0 

女 65. 9 7. 6 22.2 4. 3 100. 0 

表 V-2 -2 ボランティア活動の経験の有無と希望の有無の関係 (出)

思 つ 恩わない わからない 不 明 計

あ り 89. 7 1.8 8.5 。 100. 0 

な し 55. 9 13. 2 28. 9 2. 0 100. 0 

(出)図V-2 - 1 年齢別にみたボランティア活動の希望
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また、末子年齢との関係をみると(図 V-2-2)、男性では、今後ボランティア活動

をしたい(続けたい)とする者は、末子が就学年齢に達する段階から比率が高くなる傾向

がみられる。女性では、小学校段階に末子がいる年齢層がもっとも高い比率 (78.5%) と

なっている。

職業別にみて、今後ボランティア活動をしたい(続けたい)とする者は、自営業・自由

業の者にもっとも高く 68.5%、次が学生で66.6%、パートをもっ主婦が65.2%であった

(図 V-2-3)。
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10年以下の場合、年数の増加とともに今後ボランティア活動をしたい居住年数別では、

(図 V-2-わずかではあるが増加するとする者は63.6%から 66.2%へと、(続けたい)

4 )。

末子の年齢別にみたボランティア活動の希望図V-2 -2 (出)
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もっとも多

(表 V-2-3)

とする者は、居住地区別では、今後ボランティア活動をしたい〈続けたい)

もっとも少なくても太白区で57.8%であったい泉区で65.3%、

(児)

J田巳a、 つ 恩わない わからない 不 明 メEL3 計

青葉区 59. 1 13. 1 23.4 4.4 100. 0 

宮城野区 61. 7 10. 0 21. 2 7. 1 100. 0 

若林区 58. 9 16. 9 22. 6 1.6 100. 0 

太白区 57.8 7. 6 30.2 4.4 100. 0 

泉 区 65. 3 8.4 24.2 2. 1 100. 0 

居住地区別にみたボランティア活動の希望の有無円
、

u
ワムV

 
表

( 2 )市への期待

どのよそうしたボランティア活動をしてみたいという市民は、仙台市に対して、では、

ボランティア活動をしやすくするために市に望むことうな要望をもっているのだろうか。

は、図 V-2 -5のような回答であった。

ボランティア活動に関する市への期待図V-2 -5 

1131. 5 

1131. 2 

日2.8 

(出)40 30 20 10 O 

ボランティア活動に関するいろいろな情
報をもっと提供する 3 

ボランティア活動に関する情報提供・相
談、問い合わせの窓口を設ける

ボランティア養成のための講座を積極的
に開設する

ボランティア活動のための研修の機会を
ふやす

ボランティア活動ができる場を積極的に
用意する

ボランティアの登録制度を充実させる

ボランティア保険制度を充実させたり、
加入を促進する

ボランティア活動に対する社会的な評価
を高める活動を推進する

ボランティアコーディネーターを養成す
る

ボランティア団体・グループに対して経
済的な援助を行う

円。
司

t

(複数回答)

他のそ



もっとも多いのは、 「ボランティア活動に関するいろいろな情報をもっと提供する Jと

いうもので、今後ボランティア活動をしたい(続けたい)とする者の43.1%が望んでい

る。続いて、 「ボランティア活動に関する情報提供・相談、問い合わせの窓口を設ける J

というのが31.5%、 「ボランティア活動ができる場を積極的に用意する j というのが31.2 

%、 「ボランティア団体・グループに対して経済的な援助を行う J (28.2%)、 「ボラン

ティア活動のための研修の機会をふやす J (28.2%)などであった。

その他の希望として記入されていたこととしては、 「個人がボランティアへ参加するた

めの休暇制度を設けたり、活動に対する理解を深めるよう、企業・法人組織へ働きかけて

ほし Lリ、 「援助はしても口は出さないということが大切」、 「自分の空いている時間

に、小さなことでもできる活動があればよい J 、 「得意な分野での登録制度を設けてはど

うか」、 「正式なボランティア団体には証明となるバッジがあればよい J などがあげられ

ていた。

( 3 )学習ボランティアの可能性

次に、ボランティア活動の中でも、学習や文化活動、スポーツ活動に関わる、 「学習ボ

ランティア」に対する今後の見通しについて、みてみることにする。

表 V-2 -4は、今後やってみたいと思う学習ボランティアの活動についてOをつけて

もらった結果である。もっとも多いのは、 「自然観察や野外活動の手伝いをする J という

ことで28.1%であった。次に多いのは、 「図書館などで、子どもに本を読んであげたり、

話をきかせたりする j が23.4%、 「地域で行う学習会や研修会の世話をする」が22.4%で

あった。

表 V-2 -4 性別にみた学習ボランティアの希望 (地)

地を 自サ 図で 自に 市児 Aうi二t与 伝 博物 自る 子生 マざ そ

域す 分! 書あ 宅提 民を 習 統 物の 然、 ど徒 jレま

でる のク 館げ を供 セす 資 3せ土-:;;・ 館説 観 もの チな

イ了 得 jレ なた 学す ンる 事ヰ 有色 や明 察 会学 メ情

つ 意等 どり 習る タ や や 科を や 活習 デ報
ぅ~与. なの で、 活 教 地 学行 野 動活 イの の
習 分指 、話 動 な 材 域 館う 外 や動 ア収
メZb三. 野導 子を や ど を 文 な 活 学を を集
や で者 ど聞 文 の 作 イじ ど 動 校支 利や

研 、と もか 化 公 成 を の の 外援 用提
修 グな にせ 活 共 す 伝 施 手 です し供 他
メZミ~ jレる 本た 動 施 る 承 吾員川又， 伝 のる てを

の をり の 設 す で t' 児 、す

世 プ 読す た で る 展 を =主t呈己 さる

5古 . んる め 託 刀ミ す . ま
全体 22.4 18. 8 23.4 2.9 16. 9 10. 2 10. 2 6. 9 28. 1 18. 6 18. 4 5.5 

男 19. 4 25.9 10. 8 3.0 4. 7 7.3 10. 8 7.3 38. 8 16. 4 25.4 2.2 

女 24. 7 14. 0 32.4 3. 0 25.3 12. 5 10. 1 6. 8 20. 8 20.5 13. 7 7.7 

(複数回答)
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その他の活動内容として具体的に書かれていたものとしては、 「なんでもよい(が、ど

こでできるか分からない) J、 「ワープロの資格を持っているがそれを生かしたい」な

ど、であった。やりたいことが多様であり、ボランティアの活動の多様性に対する対応を

考えることが必要であろう。

性別で学習ボランティアの希望の違いをみると、男性では、 「自然観察や野外活動の手

伝いをする J (38.8%)、 「自分の得意なスポーツや外国語、合唱などの分野で、グルー

プ・サークル等の指導者となる J (25.9%)、 「マルチメディアを利用して、さまざまな

情報の収集や提供をする J (25.4%)などが多い。一方、女性では、 「図書館などで、子

どもに本を読んであげたり、話をきかせたりする J (32.4%)、 「市民センターなどの公

共施設で託児をする J (25.3%) 、 「地域で行う学習会や研修会の世話をする J (24.7 

%)などであった。

また、過去 l年間にボランティア活動をしたことがあるかどうかとの関連については、

表 V-2-5のようであった。 rボランティア活動あり j とする者の場合、希望する学習

ボランティア活動内容としては、 「地域で行う学習会や研修会の世話をする J(26.5%)、

「子ども会活動や学校外での児童・生徒の学習活動を支援する J (25.9%)、 「自然観察

や野外活動の手伝いをする J (23.1%)、 「図書館などで、子どもに本を読んであげた

り、話をきかせたりする J (21.8%)などであった。

過去 l年聞にボランティず活動をしたことがない者の場合、 「自然観察や野外活動の手

伝いをする J (29.4%)、 「図書館などで、子どもに本を読んであげたり、話をきかせた

りする J (24.2%)、 「地域で行う学習会や研修会の世話をする J (21.0%) rマルチメ

ディアを利用して、さまざまな情報の収集や提供をする J (20.3%)が多い。

表 V-2 -5 ボランティア活動の経験の有無別にみた学習ボランティアの希望 (見)
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f子 得 jレ なた 学す ンる 料 古島 や明 察 会学 メ情

つ 意等 どり 習る タ や や 科を や 活習 デ報
〆

~ 与 なの で、 活 教 土也 子A孟tニ.イノ7ーー・ 野 動活 イの の
習 分指 、話 動 な ネオ 域 館う 外 や動 ア収
会 野導 子を や ど を 文 な 活 学を を集
や で者 ど聞 文 の 作 化 ど 動 校支 利や
研 、と もか 化 公 成 を の の 外援 用提
修 グな にせ 活 共 す 伝 施 手 です し供 他
βヱ三、 jレる 本た 動 施 る 承 設 伝 のる てを
の をり の 設 す で L 、 ~~ 、す

世 フ。 読す 7こ で る 展 を こ主t呈己 さる
話 . んる め ~f 刀ミ す . ま

あり 26.5 16. 3 21. 8 4. 1 11. 6 7.5 10. 9 4. 8 23. 1 25.9 12. 9 5.4 

なし 21. 0 19. 8 24.2 2. 6 18. 9 11. 2 10. 0 7.5 29.4 16. 3 20.3 5. 1 

(複数回答)
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